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　５月19日、湯田中小学校の運動会。晴　５月19日、湯田中小学校の運動会。晴
天の下、力強く選手宣誓をする青軍と紅軍天の下、力強く選手宣誓をする青軍と紅軍
の両軍団長。（関連記事：７～９Ｐ）の両軍団長。（関連記事：７～９Ｐ）

勇往邁進 ～必翔！仲間と共に勇往邁進 ～必翔！仲間と共に
　　　　　　　　駆け上がれ～　　　　　　　　駆け上がれ～
　５月19日、湯田中小学校の運動会。晴
天の下、力強く選手宣誓をする青軍と紅軍
の両軍団長。（関連記事：７～９Ｐ）

勇往邁進 ～必翔！仲間と共に
　　　　　　　　駆け上がれ～

平成26年西和賀町消防演習･････････２～３Ｐ平成26年西和賀町消防演習･････････２～３Ｐ
叙勲・褒章･･･････････････････････････４Ｐ叙勲・褒章･･･････････････････････････４Ｐ
交通指導員・防犯隊を委嘱･････････････５Ｐ交通指導員・防犯隊を委嘱･････････････５Ｐ
にしわがカタクリまつり･･･････････････６Ｐにしわがカタクリまつり･･･････････････６Ｐ
小・中学校運動会･････････････････７～９Ｐ小・中学校運動会･････････････････７～９Ｐ
沢内病院だよりほか･･･････････････････14Ｐ沢内病院だよりほか･･･････････････････14Ｐ
地域レーダー･････････････････････････15Ｐ地域レーダー･････････････････････････15Ｐ
みんなのページほか･･･････････････････17Ｐみんなのページほか･･･････････････････17Ｐ
お知らせ･････････････････････････18～19Ｐお知らせ･････････････････････････18～19Ｐ
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5
月
11
日
、
沢
内
中
学
校
校
庭
を

主
会
場
に
平
成
26
年
西
和
賀
町
消
防

演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
習
に
は

消
防
団
員
2
4
1
人
と
婦
人
消
防
協

力
隊
60
人
が
参
加
。
会
場
に
は
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
6
台
と
小
型
ポ
ン
プ

積
載
車
18
台
が
集
合
し
ま
し
た
。

　
統
監（
最
高
指
揮
官
）を
務
め
た
細

井
町
長
は
「
こ
の
演
習
を
通
し
て
使

命
の
重
要
性
を
さ
ら
に
認
識
し
、
旺

盛
な
消
防
精
神
と
規
律
正
し
く
節
度

あ
る
行
動
で
、
よ
り
一
層
の
住
民
の

安
全
と
安
心
に
応
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。
開
会

式
で
は
消
防
殉
職
者
に
黙
祷
を
さ
さ

げ
た
後
、
消
防
活
動
功
績
者
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
演
習
で
は
観
閲
、
通
常
点
検
に
続

き
小
隊
と
中
隊
に
よ
る
部
隊
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
部
隊
訓
練
の
後
に
行
わ
れ
た
ラ
ッ

パ
訓
練
で
は
、
ラ
ッ
パ
の
吹
鳴
訓
練

の
後
、
隊
列
を
組
ん
で
行
進
し
な
が

ら
演
奏
す
る
ド
リ
ル
演
奏
も
行
わ
れ
、

一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
に
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
婦
人
消
防
協
力
隊
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
火
災

に
よ
る
被
害
を
小
さ
く
す
る
に
は
、

消
防
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
が
非

常
に
重
要
で
す
。
初
期
の
段
階
で
消

火
で
き
れ
ば
火
災
が
大
き
く
な
る
こ

と
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
初
期

消
火
は
大
変
重
要
な
作
業
で
す
。
慌

て
ず
焦
ら
ず
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

部
隊
訓
練
・
ラ
ッ
パ
訓
練

初
期
消
火
訓
練

平成26年西和賀町消防演習平成26年西和賀町消防演習

中隊による部隊訓練 小隊による部隊訓練みごとなドリル演奏

統監団による厳粛な儀式 「観閲」通常点検を行う副統監の船田教育長

35年勤続表彰を受ける第二分団の高橋正一副分団長（槻沢）

婦人消防協力隊による消火訓練
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沢
内
中
学
校
校
庭
で
の
訓
練
を
終

え
た
消
防
団
と
婦
人
消
防
協
力
隊
は

放
水
訓
練
会
場
の
蛭
山
橋
付
近
ま
で

分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
付
近
の

住
民
が
見
守
る
中
、
団
員
た
ち
は
ラ

ッ
パ
隊
を
先
頭
に
規
律
正
し
く
行
進

し
ま
し
た
。

　
演
習
の
最
後
を
締
め
く
く
る
放
水

訓
練
は
、
く
す
玉
防
火
防
災
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
を
兼
ね
て
お
り
、
ワ
イ
ヤ

ー
に
吊
る
し
た
く
す
玉
を
炎
に
見
立

て
て
放
水
が
行
わ
れ
、
着
色
さ
れ
た

水
柱
が
立
ち
上
る
様
は
圧
巻
。
各
分

団
と
も
見
事
に
放
水
を
集
中
さ
せ
て

く
す
玉
を
割
る
と
、
中
か
ら
趣
向
を

凝
ら
し
た
標
語
が
現
れ
ま
し
た
。

分
列
行
進
と
放
水
訓
練

　
演
習
を
終
え
、
講
評
官
の
岩
手
県

消
防
学
校
の
及
川
朗
校
長
は
、
一
連

の
訓
練
を
総
合
し
て
「
ま
こ
と
に
優

秀
」
と
の
評
価
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
糯
田
勉
消
防
団
長

（
川
尻
）は
「
今
日
の
演
習
を
契
機
に

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
団
員

・
婦
人
消
防
協
力
隊
が
一
丸
と
な
っ

て
さ
ら
に
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

演
習
を
終
え
て

ポンプ自動車による消防操法訓練小型ポンプによる消防操法訓練

勇ましい分列行進放水訓練での 「くす玉割り」

答辞を述べる糯田勉団長

菅原　裕之
田村　公一
高橋　　悟
髙橋　正広
佐々木隆嗣
髙橋　文三
大堰　淳一

佐藤　太郎
照井　恵悟
野﨑佳次夫
和田　靖春
刈田　修弘
刈田　拓弥
内記　良伸
佐々木　建
佐々木伸二
髙橋　昌幸
吉田　祐康
古前田貴美

部　　長
部　　長
班　　長
班　　長
部　　長
班　　長
副分団長

班　　長
班　　長
部　　長
団　　員
班　　長
団　　員
班　　長
団　　員
団　　員
団　　員
班　　長
班　　長

１分団１部
１分団３部
２分団１部
３分団４部
４分団１部
５分団４部
６分団

１分団１部
１分団１部
１分団５部
２分団１部
３分団３部
３分団４部
４分団１部
４分団３部
４分団３部
５分団４部
６分団１部
６分団１部

■㈶岩手県消防協会北上地区支部長表彰
【 功 労 章 】

【 功 績 章 】

■　西　和　賀　町　長　表　彰

小山　朋恵
高橋　茂和
高橋　　弦
藤原　　勝
高橋　隼人
泉川　慎也
小田島　誠
高橋　順一
佐々木一成
米澤　隆光
高橋　武弘
高橋　紀行
土井　康生
高橋　裕太
高橋　健太
石川　大地
田中　　聡

深沢　将平
高橋　　望
加藤　大智
佐々木　真
内記　　哲
高橋　真悟
高橋　俊広
高橋　光進
高橋　和幸
久保日出喜
吉田　和希

団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
班　　長

団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
団　　員

１分団１部
１分団１部
２分団１部
２分団２部
２分団３部
３分団１部
３分団２部
３分団４部
４分団１部
４分団２部
４分団３部
５分団１部
５分団３部
５分団４部
６分団１部
６分団２部
６分団３部

１分団５部
２分団１部
３分団２部
４分団１部
４分団１部
４分団２部
５分団１部
５分団２部
６分団１部
６分団１部
６分団１部

【 功 績 章 】

【 精 練 章 】

鎌田　幸雄
山本　博之
高橋　高行
佐々木善弘
高橋　　寛
佐々木真之
柿澤　伸吾
刈田　明宏
有馬　俊宏
新田　　豊
渡辺　哲哉
藤原　真也
岩井　一栄

団　　員
団　　員
団　　員
団　　員
班　　長
団　　員
班　　長
班　　長
班　　長
団　　員
団　　員
団　　員
班　　長

１分団１部
１分団１部
１分団２部
２分団２部
２分団３部
３分団２部
３分団３部
４分団２部
４分団２部
５分団３部
５分団３部
６分団１部
６分団３部

【 功 労 章 】

【 勤 続 章 】

平成26年 西和賀町消防演習　表彰者（敬称略）

８人
13人
19人
15人

1人
1人
9人
15人

20年
15年
10年
５年

40年
35年
30年
25年
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鎌
田
五
郎
さ
ん
は
、
長
年
に
わ

た
る
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
双
光

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

鎌
田
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
５
月
、

当
時
の
湯
田
村
議
会
議
員
に
初
当

選
し
て
以
来
昭
和
58
年
４
月
ま
で

の
６
期
24
年
に
わ
た
り
在
職
し
、

地
方
自
治
の
進
展
に
献
身
的
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
副
議

長
、
教
育
・
厚
生
常
任
委
員
会
委

員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
旧
湯
田

村
及
び
旧
湯
田
町
の
教
育
、
文
化
、

福
祉
、
各
方
面
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和

46
年
に
岩
手
県
町
村
議
会
議
長
会

会
長
表
彰
を
、
昭
和
50
年
に
は
全

国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鎌
田
さ
ん
は
、
昭
和
54

年
か
ら
湯
田
町
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
に
公
益
代
表
と
し

て
４
年
在
職
、
さ
ら
に
社
会
福
祉

法
人
湯
田
町
愛
児
会
の
理
事
と
し

て
昭
和
48
年
か
ら
29
年
間
、
平
成

14
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
は
同
会

理
事
長
を
務
め
る
な
ど
、
保
健
福

祉
の
増
進
や
子
供
た
ち
の
健
や
か

な
育
成
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
田
さ
ん
は
「
湯
田
ダ
ム
建
設

と
日
本
最
大
規
模
と
な
っ
た
ダ
ム

移
転
補
償
の
こ
と
が
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
。
本
当
に
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
」
と
湯
田
ダ
ム
50

周
年
の
節
目
に
受
章
し
た
こ
と
を

感
慨
深
そ
う
に
当
時
の
こ
と
を
振

り
返
っ
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和

54
年
に
岩
手
県
町
村
議
会
議
長
会

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
藤
原
さ
ん
は
、
昭
和
47

年
７
月
か
ら
昭
和
51
年
３
月
ま
で
、

当
時
の
沢
内
村
農
業
委
員
会
委
員

を
、
昭
和
60
年
６
月
か
ら
平
成
元

年
６
月
ま
で
は
識
見
の
監
査
委
員

を
務
め
る
な
ど
、
旧
沢
内
村
の
農

業
振
興
及
び
行
財
政
の
適
性
か
つ

効
率
的
な
運
営
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

藤
原
さ
ん
は
「
自
分
は
一
生
懸

命
や
っ
た
つ
も
り
で
も
、
そ
れ
が

本
当
に
人
の
役
に
立
っ
た
の
か
と

後
で
考
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ

た
が
、
名
誉
あ
る
叙
勲
を
受
章
で

き
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
た
く

さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
受
章
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

NISHIWAGA－2014.05.

旭
日
双
光
章
を
受
章鎌田　五郎さん

（88 歳・川尻）

　

髙
橋
美
通
さ
ん
は
、
消
防
団
員

と
し
て
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
尽
力
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
４
月
、

旧
湯
田
町
消
防
団
に
入
団
、
昭
和

61
年
に
部
長
、
昭
和
63
年
に
副
分

団
長
、
平
成
４
年
か
ら
退
団
す
る

平
成
17
年
ま
で
分
団
長
を
務
め
る

な
ど
、
農
業
の
傍
ら
36
年
間
に
わ

た
っ
て
地
域
の
消
防
防
災
活
動
と

消
防
団
の
機
能
強
化
に
献
身
的
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
45
年
か
ら
平
成
17

年
ま
で
統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
53
年
に
は
農
業
委
員
会
委
員
と

な
っ
て
か
ら
旧
町
村
合
併
後
の
平

成
20
年
ま
で
委
員
と
し
て
務
め
る

な
ど
、
町
行
政
運
営
や
農
業
振
興

に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
12
年
に
消
防
庁
長
官
か
ら
消

防
功
労
章
を
、
平
成
16
年
に
は
日

本
消
防
協
会
長
か
ら
消
防
精
績
章

を
授
与
さ
れ
、
ま
た
平
成
22
年
に

は
統
計
調
査
の
功
績
に
よ
り
総
務

春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章
を
受
章髙橋　美通さん

（77 歳・白木野）

　

佐
藤
篤
さ
ん
は
、
保
護
司
と
し

て
長
年
に
わ
た
る
更
生
活
動
に
尽

力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
藍
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
５
年
に
北

上
地
区
の
保
護
司
に
委
嘱
さ
れ
、

農
業
の
か
た
わ
ら
20
年
以
上
に
わ

た
り
保
護
観
察
対
象
者
の
更
生
活

動
や
社
会
復
帰
支
援
に
献
身
的
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
の
立
ち
直
り
を
地
域
で
支
え

る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

保
護
観
察
官
と
協
働
し
て
地
域
実

情
に
応
じ
た
保
護
観
察
や
、
刑
事

施
設
や
少
年
院
か
ら
社
会
復
帰
を

果
た
し
た
と
き
ス
ム
ー
ズ
に
社
会

生
活
を
営
め
る
よ
う
、
釈
放
後
の

住
居
や
就
業
先
な
ど
の
帰
住
環
境

の
調
整
や
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
で
は
北
上
地
区
保

護
司
会
の
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

そ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
平
成

24
年
に
は
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
ら
れ
て
い
ま
す
。

藍
綬
褒
章
を
受
章佐藤　　篤さん

（75 歳・川舟）

春
の
褒
章

　

藤
原
敏
夫
さ
ん
は
、
長
年
に
わ

た
る
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
原
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
５
月
、

当
時
の
沢
内
村
議
会
議
員
に
初
当

選
し
て
以
来
昭
和
54
年
４
月
ま
で

の
３
期
12
年
に
わ
た
り
在
職
し
、

地
方
自
治
の
進
展
に
献
身
的
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
産
業

経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
を
務
め

る
な
ど
、
旧
沢
内
村
の
福
祉
、
産

業
、
教
育
、
文
化
、
各
方
面
の
向

旭
日
単
光
章
を
受
章藤原　敏夫さん

（88 歳・若畑）

高
齢
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
褒
章

よしみち

細井町長より叙勲を伝達される藤原さん
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４
月
28
日
に
湯
田
小
学
校
で
交
通
安

全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
室
は
、

交
通
事
故
か
ら
児
童
を
守
る
た
め
、
歩

行
や
自
転
車
で
の
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

を
学
ぶ
た
め
に
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

１
年
生
は
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
、
２

年
生
以
上
は
自
転
車
の
乗
り
方
の
実
技

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
入
学
し
て
１
ヶ

月
、
学
校
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
10
人

の
１
年
生
は
、
小
学
校
前
の
信
号
機
を

使
い
、
ひ
と
り
ず
つ
歩
道
を
歩
い
て
信

号
機
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、
横
断
歩
道
を

渡
り
ま
し
た
。
２
年
生
以
上
は
、
カ
ー

ブ
や
ジ
グ
ザ
グ
走
行
す
る
複
数
の
コ
ー

ス
を
、
自
転
車
の
操
作
と
手
信
号
の
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
自
転
車
指
導
を
受

け
た
３
年
の
鈴
木
祐
衣
さ
ん
は
「
で
き

な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、
交
通
指

導
員
さ
ん
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
た
の

で
、
家
で
も
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
任
期
満
了
に

伴
い
交
通
指
導
員
と
防

犯
隊
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

交
通
指
導
員
は
交
通
事

故
防
止
を
図
る
た
め
設

置
さ
れ
、
隊
長
に
は
山

鼻
眞
一
さ
ん
（
川
舟
）

に
代
わ
り
髙
橋
芳
勝
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
防
犯
隊
は
防
犯

意
識
を
高
め
安
全
な
町

を
つ
く
る
た
め
設
置
さ

れ
、
隊
長
に
は
田
中
實

さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
い
ず
れ

も
４
月
１
日
か
ら
２
年

間
で
す
。

NISHIWAGA－2014.05.

髙橋　芳勝さん
（交通指導隊長）

田中　　實さん
（防犯隊長）

交通指導隊長交通指導隊長に高橋芳勝高橋芳勝さんさん
防犯隊長防犯隊長に田中實田中實さんをさんを選任選任

まこと

児
童
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

湯
田
小
学
校
交
通
安
全
教
室自転車指導を受ける３年生

役職
隊　長
副隊長
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員

名　　前
髙　橋　芳　勝
藤　原　　　隆
髙　橋　美佐子
髙　橋　正　一
髙　橋　正　受
米　澤　盛　男
照　井　得　弘
平　澤　美喜江
佐々木　幹　子
柏　﨑　利　之
有　馬　正　幸
加　藤　新　也

地区
耳　取
若　畑
野々宿
湯之沢
猿　橋
泉　沢
川　尻
泉　沢
太　田
大　沓
新　町
新　町

役職
隊　長
副隊長
副隊長
部　長
部　長
班　長
班　長
班　長
班　長
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員
隊　員

名　　前
田　中　　　實
髙　橋　光　夫
髙　橋　　　仁
南　川　幸　夫
菊　池　博　美
髙　橋　善　蔵
加　藤　貫　一
三　浦　仁　志
照　井　重　光
石　川　一　廣
小　松　正　一
髙　橋　初　夫
米　澤　安　広
佐々木　顕　秀
刈　田　　　勝
内　記　信　也
泉　川　　　洋
熊　澤　正　悦
刈　田　幸　一
藤　原　　　勇
菊　地　茂　一
山　﨑　浩　行
竹　澤　健　作
髙　橋　典　雄
梅　川　良　弘
照　井　　　修
髙　橋　　　真
長谷山　利　則
高　橋　秀　樹
髙　橋　春　男
照　井　哲　男

地区
貝　沢
野々宿
新　町
湯　田
泉　沢
小繋沢
湯之沢
東大野
長瀬野
若　畑
川　舟
弁　天
猿　橋
太　田
鍵　飯
前　郷
大　野
左　草
下　前
湯　田
湯　田
湯　本
槻　沢
川　尻
川　尻
上野々
耳　取
湯　川
白木野
白木野
柳　沢

任期：平成26年４月１日～平成28年３月31日

西和賀町防犯隊員

任期：平成26年４月１日～平成28年３月31日

西和賀町交通指導員

交通指導隊長に髙橋芳勝さん
防犯隊長に田中實さんを選任敬称略

敬称略
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カタクリ開花で西和賀に春の訪れ
町内各地で多くの観光客を魅了

　今冬の大雪で町の花「カタクリ」の開花が遅れることが心配されましたが、大型連休には
一部見頃を迎え、桜の開花も重なって町内各地で行われた｢カタクリまつり」は町内外から訪
れた多くの観光客を魅了しました。

安
ヶ
沢
か
た
く
り
ま
つ
り

瀬川さんのガイドによる観察会

銀
河
高
原
カ
タ
ク
リ
ま
つ
り

　

貝
沢
地
区
の
大
荒
沢
群
生
地
で

は
、
４
月
29
日
か
ら
５
月
11
日
ま

で「
銀
河
高
原
カ
タ
ク
リ
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
沢
内
銀
河
高

原
ホ
テ
ル
の
主
催
で
行
わ
れ
た
祭

り
で
は
、
早
春
の
草
花
の
パ
ネ
ル

展
示
も
行
わ
れ
、
大
型
連
休
中
に

見
頃
を
迎
え
た
カ
タ
ク
リ
群
落
が

訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

無
地
内
カ
タ
ク
リ
ま
つ
り

花
を
広
げ
、
西
和
賀
町
に
春
を
告
げ

る
群
生
地
で
す
。
山
側
と
湖
側
で
雪

解
け
の
時
期
に
差
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
長
く
カ
タ
ク
リ
の
花
が
楽
し
め

る
の
が
特
徴
で
、
紫
の
じ
ゅ
う
た
ん

が
群
生
地
内
を
移
動
し
ま
す
。
ま

た
、
カ
タ
ク
リ
の
ほ
か
フ
ク
ジ
ュ
ソ

ウ
や
ヤ
マ
エ
ン
ゴ
サ
ク
な
ど
、
多
く

の
山
野
草
が
同
時
に
楽
し
め
る
の
も

特
徴
で
す
。

５
月
３
日
に
は
、
自
然
ガ
イ
ド

に
よ
る
自
然
観
察
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
観
察
会
に
は
人
が
参
加
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
咲
き
乱
れ
る
カ
タ
ク

リ
と
瀬
川
強
さ
ん
（
川
尻
）
の
ガ
イ

ド
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
人
は
、
「
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
普
段
な
ら
見
向
き

も
し
な
い
よ
う
な
草
花
を
じ
っ
く
り

観
察
で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
。
子
供

も
、
ト
カ
ゲ
を
触
る
こ
と
が
で
き
て

い
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

無地内群生地の桜並木とカタクリ

　

陽
当
た
り
の
良
い
錦
秋
湖
畔
の

無
地
内
群
生
地
は
、
町
内
の
群
生

地
の
中
で
一
番
早
く
カ
タ
ク
リ
が

自然観察をする沢内小学校3年生

　

川
舟
地
区
の
安
ヶ
沢
群
生
地
で

は
、
５
月
３
日
か
ら
５
月
12
日
ま

で
17
回
目
と
な
る
か
た
く
り
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
ヶ
沢
の

か
た
く
り
ま
つ
り
は
、
実
行
委
員

会
（
高
橋
松
栄
委
員
長
）
の
主
催

で
毎
年
行
わ
れ
、
期
間
中
に
約
５

千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
群
生
地
内
の
休
憩
所

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
区
民
を
は
じ

め
、
沢
内
小
学
校
児
童
で
つ
く
る

沢
内
自
然
愛
護
少
年
団
、
川
舟
保

岩手朝日テレビのゴエティーも特別参加

育
所
園
児
や
多
く
の
報
道
陣
な
ど

約
１
５
０
人
が
参
加
。
高
橋
委
員

長
は
「
昨
年
、
木
道
に
よ
る
散
策

路
と
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
し
た
。

自
然
の
宝
を
守
り
育
て
る
の
は
こ

こ
に
住
む
者
の
役
目
で
す
が
、
訪

れ
る
方
々
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば

衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
来
場
者
を
歓
迎
し
ま

し
た
。ま
た
、沢
内
自
然
愛
護
少
年

団
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
沢
内

小
学
校
３
年
生
児
童
20
人
が
「
か

け
が
え
の
な
い
故
郷
の
自
然
、
す

ば
ら
し
い
自
然
を
い
つ
ま
で
も
守

り
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

誓
い
の
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。

安ヶ沢群生地の一本桜も満開

多くの観光客でにぎわった大荒沢群生地
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1～3年生
「キッズソ

ーラン20
14」

両軍団長による選手宣誓!
3・4年生「

台風の目  
in 湯田」

1・2年親子「親子ｄｅデカパン」
1・2年生「ラッキーカラーはなにいろ？」

5・6年親子「抱きしめて割らないと‼2014」

3・4年親子「親子でいっしょに大玉コロコロ」 5・6年生「ものかりクローバーＺ」

全校による「どっちを引
くの？全校バトルつな

引き」

エール交換　応援合
戦

5・6年生「サーフィンＵＳＡ」 家族とのおいしい昼食 5・6年生「サーフィンＵＳＡ」

大
運
動
会

湯
田
小
学
校

大
運
動
会

湯
田
小
学
校

大
運
動
会

湯
田
小
学
校

5
月
17
日
土

『
努
力
、協
力
、笑
顔

  

目
指
せ
湯
田
小
№
１
』

5
月
17
日
土

『
努
力
、協
力
、笑
顔

  

目
指
せ
湯
田
小
№
１
』

3・4年生「どのシーズン
がお好き？」
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中
学
校

中
学
校

中
学
校

2年生「10人11脚」
1年生「デカ

パンレース
」

3年生「台風にまかれてみました」

3年生「100Ｍ徒競走」 男子「選抜1000Ｍ」

全校生徒「
ムカデ競争

」

女子「選抜800Ｍ」

全校生徒「全校リレー」

閉会式「優勝旗」授与
全校生徒「組体操」

1年生「100Ｍ徒競走」

2年生「100Ｍ徒競走」

男女「選抜リレー」（デモラン）

全校生徒「タイヤ引き」

5
月
17
日
土

沢
内
中
学
校

沢
内
中
学
校
5
月
18
日
日

沢
内
中
学
校

〜
仲
間
と
と
も
に
〜

『
竜
騰
虎
闘
』



9 NISHIWAGA－2014.05.

男子「150Ｍ
徒競走」 女子「100Ｍ徒競走」

ユーモアたっぷり白熱
の実況中継

全校生徒「タイヤ争奪戦」

全校生徒「大縄跳び
」

全校生徒「
Ｇｅｔ Ｔｈｅ Ｃ

ｈａｎｃｅ」

女子「1000Ｍ選抜長距離走」 女子「選抜リレー」

全校生徒「ムカデリレ
ー」

応援パフォーマンス

男子「1500Ｍ選抜長距離走」

開会式「聖火」

全校生徒「全校リレ
ー」

男子「選抜リレー」

全校生徒「綱引き」

運
動
会

運
動
会

運
動
会

湯
田
中
学
校

湯
田
中
学
校
5
月
19
日
月

湯
田
中
学
校

〜
必
翔
!
仲
間
と
共
に
駆
け
上
が
れ
〜

『
勇
往
邁
進
』



小 繋 沢 公 民 館

中 村 公 民 館

細 内 公 民 館

【大腸がん検診のみ実施】

野 々 宿 公 民 館

下 前 公 民 館

東 大 野 公 民 館

大 野 公 民 館

前 郷 公 民 館

湯 田 ト レ セ ン

鍵 飯 公 民 館

猿 橋 公 民 館

泉 沢 公 民 館

川尻保健センター

上 野 々 公 民 館

槻 沢 公 民 館

湯 之 沢 公 民 館

耳 取 公 民 館

9：00～9：30

10：30～11：20

13：30～14：00

13：30～13：50

9：00～9：30

10：30～11：00

13：30～14：10

9：30～10：30

13：00～14：00

8：50～9：20

10：20～11：00

13：30～14：30

9：30～11：00

13：30～14：30

9：00～9：30

10：30～11：00

13：30～14：10

　今年度の大腸がん検診・国保特定健診・後期高齢者検診を次の日程で行います。指定された日時で都合の悪い人は、他の会場
でも受けることができます。検診を受けて自分の健康を守りましょう。

平成26年度健診のお知らせ
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▼大腸がん検診・国保特定健診・後期高齢者健診 日程表

9日㈪

10日㈫

11日㈬

16日㈪

17日㈫

18日㈬
※6月9日㈪の野々宿公民館と6月27日㈮の弁天・清水ヶ野
　・湯川公民館では、大腸がん検診の受付のみ行い、国保特
　定健診と後期高齢者健診は行いません。

会　　　場日月 受付時間 会　　　場日月 受付時間

25日㈬

26日㈭

27日㈮

2日㈬

高 下 公 民 館

貝 沢 公 民 館

丸 志 田 公 民 館

長 瀬 野 会 館

川 舟 公 民 館

若 畑 公 民 館

左 草 公 民 館

柳 沢 公 民 館

新 町 公 民 館

【大腸がん検診のみ実施】

弁 天 公 民 館

清水ヶ野公民館

湯 川 公 民 館

湯 田 公 民 館

太 田 公 民 館

6月

7月

8：50～9：30

10：40～11：30

13：30～14：30

8：50～9：20

10：30～11：20

13：30～14：20

9：10～9：40

10：30～11：00

13：30～14：30

9：00～9：20

10：00～10：20

11：00～11：20

9：30～11：00

13：00～14：30

【　大　腸　が　ん　検　診　】

【　国　保　特　定　健　診　】

【　後 期 高 齢 者 健 診　】

【　前 立 腺 が ん 検 診　】

【　肝　　炎　　検　　査　】
  

▼実施する検診 ▼ 検 診 料 金▼　　対　　象　　者

Ｓ49年4月1日以前に生まれた、満40歳以上の人

国民健康保険加入者で40歳から74歳までの人

検診当日に後期高齢者医療の被保険者で医療機関で血液検査を受けていない人

50歳以上の男性で希望する人

検査を受けたことがない人で希望する人

40歳になった人（特定健診を初めて受ける人）

▼特定の年齢の人は、大腸がん検診を無料で受けることができます。
　大腸がん検診推進事業として、満40歳・45歳・50歳・55歳・60歳（平成26年4月1日現在）の人を対象に、大腸がん検診が無料
で受けられるクーポン券をお渡しします。対象となる人の通知書には、その内容を記載していますので、ご確認ください。

▼国保以外の健康保険に加入されているご家族の方でも、特定健診を受診することができます。
　町の健診の時に特定健診を受けることができます。ただし、予防医学協会と健康保険者で契約をしていない場合は、特定健診
を受診できない場合がありますので、事前にご家族の会社もしくは保健福祉課へお問い合わせください。

◆問い合わせ先／大腸がん検診・後期高齢者健診については　保健福祉課保健グループ　☎85－3411
　　　　　　　／国保特定健診については　医療保険室　☎85－3414

　 700円

1，000円

1，000円

　 780円

1，300円

▼検査の種類、対象者、料金など

～大腸がん検診・国保特定健診・後期高齢者健診～～大腸がん検診・国保特定健診・後期高齢者健診～

6月



　生後3ヶ月以上の犬を対象とした登録の受付と狂犬病予防接種を次の日程で行います。
登録済みの犬を飼われている人には後日通知しますが、新たに飼い始めた場合などには
通知できませんので、会場で登録のうえ、予防接種を受けさせてください。注射料金は
1頭につき3，100円で、新規登録の場合にはほかに登録手数料3，000円が必要です。
　また、すでに犬が死亡している場合などは、鑑札と予防注射済票を持参の上、注射会
場または町民課で届出をしてください。

湯田土木事務所前
清水ヶ野公民館
大野公民館
下新町稲荷神社前
新町地区公民館
内の沢公民館
分訳、百年橋分訳側Ｔ字路
槻沢公民館
湯田トレセン
湯之沢公民館
大沓公民館
湯田庁舎前
悠々館
上野々公民館
湯川公民館
小繋沢、高橋久雄宅付近
小繋沢公民館
ゆだ高原駅前
野々宿公民館
越中畑創作館
白木野公民館
細内公民館
柳沢公民館
下左草、左草橋付近
左草公民館
下前公民館
耳取地区公民館

9：00
9：30
9：40
9：55
10：10
10：30
10：40
10：50
11：00
11：15
13：00
13：15
13：30
13：45
14：00
9：00
9：10
9：20
9：30
9：45
9：55
10：05
10：15
10：30
10：40
10：50
11：20

※時間は予定です。進行状況により差異が生じる場合もあります。
◆問い合わせ先／町民課　☎85-2111
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場　　　　　　所 時　間月 日 場　　　　　　所 時　間月 日

2
日
目　

6
月
5
日
㈭

犬の登録と狂犬病予防接種犬の登録と狂犬病予防接種

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
開
催
の
お
知
ら
せ

■
事
業
名
／
一
時
的
保
育
事
業

■
内
容
／
保
護
者
の
パ
ー
ト
就
労
等
で
週
に
数

　
日
働
い
た
り
、
病
気
等
で
入
院
し
て
保
育
が

　
困
難
に
な
っ
た
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
保
育

　
所
で
預
か
り
ま
す
。

■
対
象
／
町
内
在
住
の
保
育
所（
園
）に
入
所
し

　
て
い
な
い
児
童

■
実
施
保
育
所
／
町
立
せ
ん
だ
ん
保
育
所

■
開
所
日
／
月
〜
土
曜
日
　
8
時
30
分
〜
18
時

　
30
分
（
日
曜
祝
日
、
年
末
年
始
は
閉
所
）

■
費
用
／
保
育（
一
時
間
以
内
）3
歳
未
満
児
は

 
3
0
0
円
・
3
歳
以
上
児
は
2
0
0
円

※

昼
食
・
お
や
つ
代
を
別
途
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課
☎
85
3
4
1
2

町
の
子
育
て
支
援
事
業
の
紹
介

　
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
保
育
所

（
園
）に
入
所
し
て
い
な
い
児
童
と
母
親
が
集
ま

っ
て
、
育
児
の
悩
み
の
共
有
や
仲
間
作
り
を
目

的
と
す
る
『
子
育
て
サ
ロ
ン
』
を
毎
月
1
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
6
月
の
開
催
日
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
日
時
／
6
月
18
日
㈬
10
時
〜

■
場
所
／
町
立
川
舟
保
育
所
　
10
時
に
保
育
所

　
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容
／
保
育
所
遊
び
体
験
を
し
ま
す
。

　（
雨
天
時
も
保
育
所
で
実
施
し
ま
す
）

■
費
用
／
一
家
族
2
0
0
円
を
負
担
し
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。（
お
や
つ
等
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／

　
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
85
3
2
2
5

『
子
育
て
サ
ロ
ン
』
の
開
催

3
日
目　

6
月
6
日
㈮

太田公民館
南太田、遠巣川線入口
下幅、佐々木孝治宅付近
下の沢児童館
前郷、下の沢入口付近
鍵飯地区担い手センター
鍵沢、柿沢辰男宅前
蛭山旧消防屯所前
七内、高橋明子宅前
両沢公民館
長瀬野会館
八年橋付近（県道側）
猿橋公民館
太田、川端食堂付近
泉沢、高橋明雄宅前
丸志田公民館
川舟公民館
高下、吉田達夫宅付近
新山、新山橋付近交差点
八ツ又バス停付近
若畑公民館
大志田子供広場
貝沢野婦人ホーム前
貝沢公民館
貝沢地区砂防公園

9：00
9：15
9：25
9：35
9：45
10：00
10：10
10：20
10：30
10：40
10：50
11：05
11：15
11：30
13：00
13：10
13：25
13：35
13：45
13：55
14：05
14：15
14：25
14：40
14：50

1
日
目
　

6
月
4
日
㈬



　

町
は
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
を
自
衛
隊
岩

手
地
方
協
力
本
部
と
合
同
で
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

5
月
13
日
に
湯
田
庁
舎
で
行
わ
れ
た
委
嘱

状
交
付
式
に
は
細
井
町
長
の
ほ
か
、
自
衛
隊

岩
手
地
方
協
力
本
部
の
稲
荷
淳
副
本
部
長
、

同
北
上
地
域
事
務
所
の
柴
田
勉
所
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
隊
入
隊
者

の
募
集
を
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
や
募
集

情
報
の
提
供
な
ど
を
支
援
す
る
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
任
期
は
５
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
４
月
20
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

●
西
和
賀
町
自
衛
官
募
集
相
談
員
（
敬
称
略
）

　

加
藤
博
市
（
新
町
）

　

佐
藤
一
雄
（
泉
沢
）

　

門
脇
和
男
（
湯
田
）
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町長から委嘱状が交付されました

自衛官らと懇談している相談員の皆さん

自
然
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
員
に

　
　
　
　
　
　

16
人
を
委
嘱

　

4
月
24
日
、
湯
田
庁
舎
で
自
然
保
護
パ
ト

ロ
ー
ル
員
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
委
嘱
を
受
け
た
の
は
16
人
で
、
細

井
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

し
て
お
り
、
町
内
全
域
が
活
動
範
囲
と
な
り

ま
す
。
自
然
景
観
や
動
植
物
保
護
、
自
然
環

境
の
状
態
把
握
に
努
め
る
ほ
か
、
盗
掘
な
ど

の
違
反
行
為
の
監
視
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

任
期
は
来
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
で
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

地区
長瀬野
大　野
寅　沢
湯　本
川　尻
越中畑
細　内
川　尻
貝　沢
湯　本
耳　取
猿　橋
湯之沢
川　舟
前　郷
湯　本

氏　名
髙　橋　一　二
照　井　英　明
髙　橋　茂　之
佐　藤　ユリ子
瀬　川　陽　子
早　川　正　剛
小田島　康　廣
瀬　川　　　強
照　井　且　郎
佐　藤　昭十四
駒ヶ嶺　能　弘
髙　橋　二　雄
高　橋　勝　義
石　井　敏　明
高　橋　　　弘
藤　原　利　雄

自然保護パトロール員（敬称略）

　

西
和
賀
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

町
内
の
資
源
＝
宝
を
記
録
・
保
存
・
伝

承
す
る
た
め
、｢

西
和
賀
の
自
然
と
文

化
シ
リ
ー
ズ｣

と
題
し
た
小
冊
子
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
第
9
冊
目
は
、
指
定
文
化

財
と
自
然
環
境
保
全
地
域
を
題
材
に
取

り
上
げ
ま
し
た
。
国
や
県
、
町
指
定
の

文
化
財
や
自
然
環
境
保
全
地
域
、
文
化

財
ミ
ニ
知
識
、
文
化
財
マ
ッ
プ
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

小
冊
子
の
活
用
を
ご
希
望
の
方
は
、

生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

介

紹

ご

の

刊

新
小
冊
子｢

西
和
賀
の
お
宝　

指
定
文
化
財
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
環
境
保
全
地
域｣

を
発
行

さ
い
。

◆問い合わせ先／生涯学習課☎822045

小冊子「西和賀の自然と文化シリーズ」

　

Ｕ
ホ
ー
ル
と
沢
内
庁
舎
の
図
書
室
に
、

96
冊
の
新
し
い
本
を
購
入
し
ま
し
た
。

一
般
書
だ
け
で
は
な
く
、
児
童
書
や
絵

本
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い
。

【
ど
ち
ら
の
図
書
室
に
も
あ
る
本
】

◎
一
般
書

　

「
お
も
か
げ
復
元
師
の
震
災
絵
日
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
笹
原
留
似
子

　

「
み
ち
こ
さ
ん
英
語
を
や
り
な
お
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
益
田
ミ
リ

　

「
テ
レ
ビ
小
説　

ご
ち
そ
う
さ
ん
レ

　

シ
ピ
ブ
ッ
ク
」

　

／
朝
日
新
聞

　

出
版

◎ 

児
童
書
・
絵
本

　

「
あ
の
日
起
き
た
こ
と

　

東
日
本
大
震
災
ス
ト
ー

　

リ
ー
３
・
11
」
／
山
室
有
紀
子

　

「
か
な
い
く
ん
」
／
文
・
谷
川
俊
太

　

郎　

絵
・
松
本
大
洋

　

「
笑
顔
の
花
が
咲
く
」

　

／
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
・
ト
レ
ッ
シ
ー

Ｕ
ホ
ー
ル
と
沢
内
庁
舎
の
図
書
室

図
書
室
に
新
刊
を
購
入

本きた
こ
と

災
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税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
会
計
課

　
　
　
　
　

☎
82
3
2
8
2
・
3
2
8
3

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人
へ

＜納税通知書１枚目の例＞
①「口座振替」と記載しています。
②口座番号の下３桁を記載しています。

▽
納
税
通
知
書

　

口
座
振
替
を
申
し
込
ん
で
い
る
人
は
、
納

税
通
知
書
の
一
枚
目
、
納
税
義
務
者
の
郵
便

番
号
の
右
側
に
『
口
座
振
替
』
と
記
載
し
て

い
ま
す
（
①
）
。
引
き
落
と
し
口
座
（
下
３

桁
）
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
納
付
書
部
分
の
『
納
税

通
知
書
番
号
』
及
び
『
税
額
』
欄
に
は
『

*****

』
の
記
号
を
記
載
し
（
②
）
、
金
融
機

関
で
は
納
付
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

▽
口
座
振
替
日
に
つ
い
て

　

各
期
別
の
納
期
限
が
口
座
振
替
日
に
な
っ

て
い
ま
す
。
振
替
日
前
に
預
金
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
括
納
付
（
１
年
分

を
ま
と
め
て
納
付
）
で
申
し
込
み
を
し
て
い

る
人
は
各
税
の
第
１
期
の
納
期
限
が
振
替
日

と
な
り
ま
す
。

▽
振
替
不
能
の
場
合

　

振
替
日
に
預
金
不
足
な
ど
で
引
き
落
と
し

が
で
き
な
い
場
合
は
、
再
振
替
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
後
日
窓
口
納
付
用
の
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
。
こ
の
納
付
書
を
使
い
、
金
融
機

関
ま
た
は
役
場
窓
口
で
速
や
か
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た
場
合

　

車
検
用
の
納
税
証
明
書
を
６
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。
車
検
を
受
け
る
際
に
必
要
と
な

る
の
で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
保
存
し
て
く
だ

さ
い
。

※

納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
6
月
2
日
㈪
で
す
。

今
月
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
納
期
限

固

定

資

産

税　

１
期

軽

自

動

車

税　

１
期

＜納付書部分の例＞
③「******」と印字し、金融機関や役場窓口
　では納付できないようになっています。

〔
ど
ぶ
ろ
く
特
区
〕

町
は
平
成
18
年
3
月
、「
和
賀
山
塊
湯
の
里

ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
に
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
区
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
酒
類
（
ど

ぶ
ろ
く
）
の
製
造
に
必
要
な
「
酒
類
製
造
免

許
」
の
取
得
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
ど
ぶ
ろ
く
と
は
〕

　

特
区
内
で
い
う
、「
ど
ぶ
ろ
く
」
と
は
、

次
の
方
法
で
製
造
し
た
酒
類
（
そ
の
他
の
醸

造
酒
）
の
こ
と
を
い
い
、
「
自
家
醸
造
」
の

酒
類
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
酒
類
の
自
家
醸
造

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
）
。

①
米
・
米
こ
う
じ
・
水
を
原
料
と
し
て
発
酵

さ
せ
た
も
の
で
、
こ
さ
な
い
も
の
。

②
米
・
水
・
特
定
物
品
を
原
料
と
し
て
発
酵

さ
せ
た
も
の
で
、
こ
さ
な
い
も
の
。

（
注
）「
こ
す
」
と
は
、
「
液
体
部
分
」
と

「
か
す
部
分
」
に
分
離
さ
せ
る
行
為
を
い
い

ま
す
。

　

「
こ
す
」
行
為
を
す
る
と
、
清
酒
に
該
当

し
ま
す
の
で
、
「
こ
す
」
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
製
造
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
は
〕

　

特
区
内
で
、
ど
ぶ
ろ
く
製
造
免
許
を
取
得

す
る
た
め
に
は
様
々
な
要
件
を
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
、
大
別
す
る
と
①
特
区
法
上

の
要
件
及
び
②
酒
税
法
上
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
特
区
法
上
の
要
件
】

●
酒
類
を
自
己
の
営
業
場
に
お
い
て
飲
用
に

供
す
る
業
（
民
宿
等
）
を
特
区
内
に
て
営
ん

で
い
る
農
業
者
で
あ
る
こ
と
。

●
製
造
す
る
酒
類
は
、
自
己
が
製
造
し
た
米

を
原
料
と
し
た
濁
酒
に
限
ら
れ
る
こ
と
。

●
濁
酒
の
製
造
は
、
特
区
内
に
所
在
す
る
自

己
の
製
造
場
で
行
う
こ
と
。

【
酒
税
法
上
の
要
件
】

●
酒
税
法
に
定
め
る
、「
人
的
要
件
」「
場
所

的
要
件
」
、「
経
営
基
礎
要
件
」
及
び
「
製

造
技
術
・
製
造
設
備
要
件
」
の
全
て
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〔
酒
類
製
造
免
許
申
請
〕

前
述
の
特
区
法
上
の
要
件
及
び
酒
税
法
上
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
、
税
務
署
長
に
対
し

て
製
造
免
許
申
請
を
行
い
、
免
許
を
受
け
た

者
だ
け
が
酒
類
の
製
造
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〔
免
許
を
受
け
な
い
で
酒
類
を
製
造
し
た
時
〕

　

酒
類
の
製
造
免
許
を
受
け
ず
に
酒
類
を
製

造
し
た
場
合
に
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
又
は

百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
酒
類
製
造
免
許
を
受
け
ず
に
製
造
さ

れ
た
酒
類
（
密
造
酒
）
を
所
持
し
、
譲
り
渡

し
又
は
譲
り
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一

年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

盛
岡
税
務
署　

酒
類
指
導
官

　
　
　
　

☎
0
1
9
|
6
2
2
|
6
1
4
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
2
6
0
7

※

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
音
声
案

内
で
「
2
番
」
を
選
択
後
、
内
線
番
号
を
お

伝
え
下
さ
い
。

ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
お
け
る

　
　
　

酒
類
の
製
造
に
つ
い
て

花
巻
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
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「
町
立
西
和
賀
さ
わ
う
ち
病
院
」建
設
進
捗
状
況

新
病
院
建
設
状
況
を
、
各
工
区
毎
に
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。
（
写
真
撮
影
日
：
5
月
13
日
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
沢
内
病
院
　
☎
85
３
１
３
１

［病院棟1工区］［病院棟2工区］

病 院 は 「 人 づ く り 」 の 場
　沢内病院は、「地域唯一の病院として、生命の尊厳と
人間愛の精神に則って、地域の人々の生命と健康を守り、
地域医療の充実・発展に貢献します」 を基本理念として、
日々の医療では 「安全で質の高い医療の実践」 を目指し
ながら、地域の人材や医療スタッフを育てる 「人づくり」
にも力を入れています。
　臨床研修協力病院として指導者の監督のもとに研修医
による診療を行ったり、医学生・看護学生・リハビリ学
生などの実習も受け入れております。また、職場体験学習
やインターンシップを受け入れ、次世代を担う中学生・
高校生の進路を考える体験や職業意識の向上、職業選択
に役立つ経験づくりにも協力しています。このような取
り組みへの、ご理解とご協力をお願いします。

職場体験で患者さんとふれあう専修大学北上高校生ら

鉄筋・型枠・コンクリート
工事　

鉄筋・型枠・コンクリート
工事　

鉄筋・型枠・コンクリート
工事

型枠解体、墨出し、内装工事、
建具取付、電気・設備工事

5月施工

4月終了

5月施工

4月終了

4月終了
5月施工

型枠解体、墨出し、内装工事、
建具取付、電気・設備工事

型枠解体、墨出し、内装工
事、電気・設備工事

型枠解体、清掃、墨出し

3　工　区 2　工　区 1　工　区 病院棟

2　階

機械棟

1　階
型枠解体、清掃、墨出し コンクリート工事

墨出し、内装・建具・電気
・設備工事

墨出し、内装・建具・電気
・設備工事

型枠解体、墨出し、内装・
建具・電気・設備工事

基礎工事・1階床コンクリート工事・鉄骨工事
鉄骨工事、屋根工事、除雪車車庫基礎工事、鉄骨建て方

病 院 長 就 任 あ い さ つ
　沢内病院は人命尊重の理念の
もとで、保健から医療、介護ま
でのつなぎ目のない医療体制を
展開しており、全国的にも有名
です。一方で、西和賀町は高齢
化率が 40％を超え、その対策も
急務であると考えています。幸
い、常勤医師数は、岩手県の支
援をいただき3人に増加しまし
た。現在、10月の新病院開院に

焦点をあてて、新しい体制づくりに病院を挙げて取り組
んでいます。故・深澤晟雄村長が推進した広聴・広報の
精神を手本に、地域医療懇談会を早速開催して、地域住民
皆さまからのご意見、ご要望をお聴きするとともに、医療
や病院の現状や課題についてもお知らせいたしたいと考
えています。同じく故・深澤村長の推進した《三せい運
動》、「一人ひとりがせい」、「話し合ってせい」、「みんな
でせい」 の考え方となる自治、自動、自律の精神も大切
です。医療の主役は、昔も今も住民皆さまです。ご支援、ご
協力をお願いいたします。大好きな自然溢れるここ西和
賀町にご縁をいただき、誇るべき伝統を更に発展させ、
6,350名の町民の健康を守るべく、全力をつくしたいと
考えております。どうぞよろしくお願いいたします。

北村道彦　病院長
みちひこ

沢　内　病　院　だ　よ　り



故深澤晟雄村長の精神を手本に 地域医療懇談会を開催中

高総体ボート競技が今年も錦秋湖で開催 錦秋湖畔安全点検パトロール実施

祝「天ヶ瀬区」誕生
あま が せ

　新「天ヶ瀬区」誕生を祝う祝賀会が5月17日、耳取地区公民館で開催
されました。祝賀会は、天ヶ瀬地区運営協議会（照井満会長）が主催、
地区民ら約60人が参加し、4月に耳取・草井沢・鷲之巣の3行政区が合
併して天ヶ瀬区が誕生したことを祝おうと開かれたものです。
　主催者の照井会長は「3地区が合併して新たにスタートしましたが、
旧三地区がそれぞれ抱えていた課題も一つにすることなので、必ずしも
平坦な道のりとはいえないと思います。今後も色々な課題が出てくるか
と思いますが、地域の皆さまと力を合わせて取組んでいきたいと」と決
意のあいさつをしました。

祝賀会が終わって記念撮影

天ヶ瀬地区運営協議会祝賀会

NISHIWAGA TOPICS地域レーダー
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県教育振興運動50周年の節目に 西和賀町教育振興運動推進協議会総会

　5月2日、太田老人福祉センターで町教育振興運動推進協議会（田中
實会長・貝沢）の平成26年度総会が開催され、小・中学校や各地区振興
会実践班の代表者ら20人が参加しました
　同協議会は、地域が抱える子どもたちの教育課題を解決することを目
的として、学校ごとにある湯田・沢内地区教育振興会と旧小学校区にあ
る川尻・湯本・新田郷・志賀来・猿橋・川舟・貝沢の7つの実践班の活
動方針を定め、それらの活動支援を行います。
　船田教育長は、来賓あいさつで「子どもを良くする運動を地域全体で
やることを教育振興運動の本志として”未来を拓き、地域を愛する人を
育てるまちづくり”という目標につなげていただきたい」と活動を激励
しました。

　5月15日、錦秋湖畔の川尻小公園周辺で錦秋湖畔安全点検パトロー
ルが実施されました。パトロールは、ダムや観光関係者に加えて昨年
に引き続き西和賀高校漕艇部員も含めた25人が参加し、高総体ボート
競技会場となる錦秋湖畔を選手だけでなくすべての来場者が安心して
利用できるよう安全面を中心に点検が行われました。
　高総体ボート競技は、錦秋湖川尻ボート場で5月30日から6月1日
の３日間開催され、川尻小公園がメイン会場となります。
　地元西和賀高校の選手に会場でのご声援をお願いします。

教育課題について意見交換されました

パトロールに参加した西高漕艇部員

　5月12日、太田さわやか会館で地域医療懇談会が開催されました。懇
談会には約30人が参加、北村道彦病院長があいさつ、待ち時間やお薬、
終末期医療など約１時間半にわたって話し合われました。時折談笑がま
じる和やかな雰囲気もあり、参加者からは「話しやすい病院長で良かっ
た。」との声がでるなど、今後も対話を重ねることを約束して閉会とな
りました。
　懇談会は、4月沢内病院に就任した北村病院長が実施するもので、地
域医療の現状とニーズ等について住民皆さまとの話し合いの場をつくる
ため、6月3日まで10会場をまわる予定となってます。 談笑で和やかな雰囲気の懇談会
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か
た
く
り
日
記

か
た
く
り
日
記

平
成
26
年
5
月１

８
６
６
人
で
す
。
未
来
は
決
し
て
暗

い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
危
機
は

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
向

き
合
お
う
と
す
る
人
の
『
心
』
次
第
で

す
。―

み
ん
な
で
が
ん
ば
る
べ
ー
住
民

協
働
で
す
。

　

４
月
25
日
、
銀
河
ホ
ー
ル
で
西
和
賀

町
役
場
経
営
計
画
発
表
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
役
場
の
各
課
が
、
何
を
目
的
に

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
町

民
皆
さ
ま
に
直
接
訴
え
る
機
会
を
始
め

て
企
画
し
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
に
は
、
一
定
の
評
価
を
い

た
だ
け
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
に
、
よ
り
身
近
な
役
場
で
あ
り
た

い
と
の
思
い
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。
町

行
政
全
体
の
一
体
感
や
方
向
性
な
ど
、

今
後
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
御
指
導
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

湯
田
ダ
ム
50
年
。
和
賀
川
の
清
流
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
湖
水
ま
つ
り
、

高
体
連
ボ
ー
ト
競
技
を
楽
し
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
謝

　

西
和
賀
に
と
っ
て
、
１
年
で
最
も
眩

し
い
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
サ
ク

ラ
も
カ
タ
ク
リ
も
、
い
つ
も
の
年
よ
り

輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
心
待

ち
に
し
て
い
た
「
西
わ
ら
び
」
の
登
場

で
、
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

日
本
創
成
会
議
（
座
長･

増
田
寛
也

前
知
事
）
の
試
算
で
、
２
０
４
０
年
の

人
口
予
測
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
西
和

賀
の
若
年
女
性
（
20
〜
39
歳
）
の
減
少

率
76
％
は
県
内
一
。
県
内
33
市
町
村
の

う
ち
27
が
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
さ

れ
る
50
％
以
上
の
減
少
率
と
試
算
さ
れ

ま
し
た
。
必
要
以
上
に
右
往
左
往
す
る

べ
き
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予
想
さ
れ

る
現
実
と
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
国
の
あ
り
様
か
ら
す
る
と
、
東

京
の
一
極
集
中
が
地
方
を
疲
弊
さ
せ
た

こ
と
が
大
き
な
問
題
で
す
が
、
私
ど
も

は
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
、
地
域
財

産
を
活
用
・
展
開
し
、
経
済
効
果
を
生

み
出
し
、
地
方
に
住
む
人
も
社
会
も
消

滅
し
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
が
大
事
で

す
。
全
国
的
に
有
名
な
、
ユ
ズ
で
名
を

馳
せ
た
高
知
県
の
馬
路
村
は
９
０
９
人
、

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
徳
島
県
上
勝
町
は

　

西
和
賀
わ
ら
び
生
産
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
湯
澤
正
会
長
・
湯
之
沢
）
の
平
成
26
年
度

総
会
が
、
５
月
13
日
に
Ｊ
Ａ
西
和
賀
地
域
営

農
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
ワ
ラ
ビ
栽
培
の
普
及
と
「
西
わ

ら
び
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
ワ
ラ
ビ
の
栽
培
面
積
の
拡
大

と
生
産
量
の
増
加
に
向
け
た
事
業
の
ほ
か
、

新
た
に
ゼ
ン
マ
イ
苗
の
採
取
販
売
事
業
に
取

組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ゼ
ン
マ
イ

苗
は
、
町
有
林
か
ら
苗
を
採
取
し
て
、
生
産

者
に
販
売
供
給
す
る
計
画
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　

農
林
課　

☎
85
3
4
1
5

　

㈱
西
和
賀
産
業
公
社
で
は
、
町
内
産
ワ
ラ

ビ
を
全
量
買
取
り
ま
す
。

　

西
和
賀
を
代
表
す
る
山
菜
「
西
わ
ら
び
」

は
、
メ
デ
ィ
ア
等
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ

の
柔
ら
か
さ
と
ト
ロ
ミ
が
格
別
と
の
高
い
評

価
に
よ
り
県
内
外
の
一
流
ホ
テ
ル
や
料
亭
な

ど
で
も
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
売
り
切

れ
状
態
と
な
る
こ
と
も
多
く
、
昨
年
は
需
要

に
応
え
き
れ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
よ
り
20
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

13
ト
ン
を
集
荷
す
る
計
画
で
動
き
出
し
て
お

り
、
買
取
り
を
強
化
し
ま
す
。

　

「
西
わ
ら
び
」
は
、
西
和
賀
の
未
来
を
切

り
開
く
宝
で
す
。
町
の
発
展
の
た
め
に
も
、

生
産
と
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

ワ
ラ
ビ
の
生
産
や
買
取
り

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
問
い

　
　
　
　
　
　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

◆
問
い
合
わ
せ
先
／

　
　
　
　
　
　
　

㈱
西
和
賀
産
業
公
社　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
82
2
2
1
1

「
西
わ
ら
び

わ
ら
び
」
と
山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

」
と
山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

「
西
わ
ら
び

わ
ら
び
」
と
山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

」
と
山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

「
西
わ
ら
び
」
と
山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

西和賀産業公社「西わらび」プロジェクトチーム

㈱西和賀産業公社が発行

 

わ
ら
び
生
産
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
西
わ
ら
び
」
全
部
買
い
ま
す
!!
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「西和賀町役場」経営計画発表会初開催！
　4月25日、銀河ホールで「西和賀町役場」経営計画発表会を行い
ました。町民の皆さまや関係者へ広くアピールすることで業務が円
滑に進み、発表の機会を通じて職員の能力向上を図ることを目的に
今回初めて企画開催されたものです。
　発表会は、今年度重点的に取り組む業務について、具体的な取組
内容や時期、目標等を説明するもので、当日は約180人の参加者を
前に職員がパワーポイントによる映写と口頭で発表を行いました。
　経営計画発表会は、第3セクターの㈱湯田牛乳公社や㈱西和賀産
業公社でも取組まれています。

第
61
回
春
季
高
校
野
球（
地
区
予
選
）

西
沼
北
連
合
チ
ー
ム　

１
回
戦
突
破
！

　

西
和
賀
高
校
野
球
部
は
、
沼
宮
内
高
校
と

宮
古
北
高
校
と
の
連
合
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

第
61
回
春
季
高
校
野
球
県
大
会
（
北
奥
地
区

予
選
）
の
初
戦
を
５
月
２
日
に
江
釣
子
球
場

で
迎
え
ま
し
た
。
対
戦
相
手
は
北
上
湘
南
高

校
。
連
合
チ
ー
ム
は
基
本
に
忠
実
な
守
り
で

相
手
チ
ー
ム
を
２
得
点
に
抑
え
、
打
線
の
繋

が
り
で
４
回
以
降
毎
回
得
点
を
挙
げ
て
合
計

７
得
点
で
１
回
戦
を
勝
利
し
ま
し
た
。

　

２
回
戦
目
は
水
沢
高
校
に
破
れ

て
敗
者
復
活
戦
へ
。
敗
者
復
活
戦

で
は
金
ケ
崎
高
校
と
対
戦
し
、
３

対
４
で
惜
敗
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
季
大
会
は
予
選
敗
退
と
な
り

ま
し
た
が
、
県
内
で
の
連
合
チ
ー

ム
に
よ
る
勝
利
は
、
昨
年
の
春
季

県
大
会
沿
岸
北
地
区
予
選
敗
者
復

活
戦
１
回
戦
の
西
和
賀
・
宮
古
北

連
合
チ
ー
ム
か
ら
２
度
目
と
な
り
、

今
年
の
夏
の
連
合
チ
ー
ム
に
期
待

が
か
か
り
ま
す
。

　　　　　　　1  2  3  4  5  6  7  8  9  計
北上湘南　    0  0  0  0  0  1  0  1  0  2
連合チーム　  0  0  0  2  1  1  2  1  ×  7

満水のダム湖からオロセ倉を望む
髙橋　成治さん（湯田）

「みんなのページ」は、
皆さんからの情報や
お便り、旬の情報を

紹介していくコーナーです。

みんなの
ページ
みんなの
ページ

①人が輝き、地域の力満ちる町

②一人ひとりが主役のまちづくり

③そうだ！やっぱり農業委員会を「見える化」委員会にしよう！

④「山菜王国にしわが」になるために

⑤住みよい環境と安全な暮らしのまちづくり

⑥住民の皆さんと共に
⑦議会事務局が「デキル！」こと

⑧誰もが安心して、その人らしく、健やかに暮らすために

⑨未来を担う子どもたちの生きる力を育む

⑩食と観光

⑪誰もが安心して暮らすために

⑫千里の道も一歩から～平成26年度、沢内病院に勤めるということ～

⑬ＳＴＯＰ滞納

⑭人づくりは町づくり

⑮「本当の幸せ」さがしの道案内

（西和賀町長　細井洋行）

（政策推進室　加藤一幸）

（農業委員会　早川求）

（農林課　高橋和哉）

（建設課　菊池輝昌）

（町民課　皆方博）

（議会事務局　加藤信彦）

（保健福祉課　高橋高行・伊藤梓）

（学務課　佐藤圭司）

（観光商工課　為田美代子）

（医療保険室　深澤早苗）

（沢内病院　加藤大智）

（税務会計課　高橋和子）

（総務課　藤原伸）

 （生涯学習課　高橋光世）

経営計画発表タイトル（発表者）

西和賀高校野球部の皆さん



　

毎
月
の
水
道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
（
公

共
下
水
道
使
用
料
、
浄
化
槽
使
用
料
、
農
業

集
落
排
水
使
用
料
）
の
支
払
い
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
行
っ
て
ま
す
か
？

　

水
道
料
金
等
の
支
払
方
法
は
、
納
入
通
知

書
に
よ
る
支
払
い
と
通
帳
口
座
か
ら
の
支
払

い
が
あ
り
ま
す
。
納
入
通
知
書
に
よ
る
支
払

い
は
、
毎
月
送
ら
れ
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
の
窓
口
で
水
道
料
金
等
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
口
座
払
い
は
、

通
帳
口
座
か
ら
水
道
料
金
等
が
自
動
的
に
毎

月
引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
、
金
融
機
関
に
わ

ざ
わ
ざ
足
を
運
ば
な
く
て
も
支
払
い
が
で
き

ま
す
。

　

水
道
料
金
等
の
支
払
い
は
、
忘
れ
ず
に
手

間
な
く
支
払
い
が
で
き
る
口
座
払
い
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。
口
座
支
払
い
を
始
め
る

に
は
、
指
定
金
融
機
関
（
岩
手
銀
行
、
北
日

本
銀
行
、
北
上
信
用
金
庫
、
花
巻
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
で
一
度
手
続
き
を

す
る
だ
け
で
、
毎
月
25
日
に
自
動
振
替
で
納

入
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
振
込
手

数
料
も
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
と
も
簡
単
で
便
利
な
口
座
払
い
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
／
建
設
課　

公
営
事
業
グ
ル
ー
プ

　

☎
82
3
2
8
9

　

農
地
を
転
用
（
住
宅
な
ど
農
地
以
外
に
利

用
）
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
85
3
4
1
3

　

認
知
症
介
護
は
、
体
験
し
た
人
に
し
か
わ

か
ら
な
い
見
え
な
い
介
護
が
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
介
護
す
る
者
同
士
の
情
報
交
換
が

日
々
の
介
護
の
支
え
に
な
り
ま
す
。
気
軽
に

集
ま
っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
6
月
5
日
㈭
13
時
30
分
〜
15
時

●
会
場
／
湯
本
地
区
公
民
館

●
問
合
先
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
85
3
1
3
7

　

地
域
で
行
わ
れ
る
介
護
予
防
事
業
の
指
導

員
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ク
エ

ア
ス
テ
ッ
プ
と
は
、「
歩
く
脳
ト
レ
」
で
認

知
症
予
防
や
転
倒
予
防
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
ス
テ
ッ
プ
パ
タ
ー
ン
を
見
て
覚
え
て
、

間
違
え
な
い
よ
う
に
足
踏
み
し
な
が
ら
行
う

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
参
加
動
機
な
ど

を
考
慮
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ま
た
、
指
導
員
資
格
は
2
年
ご
と
の
更
新
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
／
6
月
20
日
㈮　

8
時
30
分
〜
17
時

●
場
所
／
悠
々
館

●
参
加
料
／
無
料

●
定
員
／
10
人

●
講
師
／
筑
波
大
学
大
蔵
倫
博
先
生（
予
定
）

●
申
込
締
切
／
6
月
3
日
㈫

●
問
合
先
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
85
３
１
３
７

　

県
で
は
、
河
川
改
修
工
事
で
伐
採
し
た
木

を
、
薪
等
と
し
て
利
用
し
た
い
人
に
無
償
提

供
し
ま
す
。

●
提
供
場
所
／
旧
沢
内
第
一
小
学
校

●
提
供
時
期
／
5
月
19
日
か
ら
伐
採
木
が
な

　

く
な
る
ま
で

●
樹
種
数
量
／
ス
ギ
等　

直
径
10
セ
ン
チ
以

　

上　

長
さ
2
メ
ー
ト
ル
程
度

●
留
意
事
項
／
積
込
、
積
降
及
び
運
搬
は
各

　

自
で
準
備

●
問
合
先
／
北
上
土
木
セ
ン
タ
ー
治
水
環
境

　

課　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
65
2
7
3
8

　

西
和
賀
町
建
設
課　
　
　

☎
82
3
2
8
8

　

6
月
は
「
い
わ
て
男
女
共
同
参
画
推
進
月

間
」
で
す
。

　

県
で
は
、
い
わ
て
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
2
0
1
4
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
6
月
15
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
会
場
／
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
ア
イ
ー
ナ
）
入
場
無
料

●
内
容
／
基
調
講
演
、
分
科
会
等

　

講
演
「
プ
ロ
と
尼
と
妻
と
ワ
タ
シ

〜
自
分
ら
し
く
輝
い
て
〜
」

　

講
師　

露
の
団
姫
（
尼
僧　

春
香
）

●
申
込
み
／
6
月
3
日
㈫
ま
で（
先
着
4
人
）

　

西
和
賀
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
82
2
0
4
5

●
問
合
先
／

　

岩
手
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
9-

6
0
6-
1
7
6
1

　

中
部
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
定
例
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
相
談
も
受
付
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
検
査
日
／
毎
月
第
1
火
曜
日

●
受
付
時
間
／
9
時
30
分
〜
10
時
30
分
／

13
時
〜
14
時
30
分

●
検
査
項
目
／
①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
②
ク
ラ
ミ
ジ
ア
③

　

肝
炎

●
そ
の
他
／
事
前
に
電
話
等
で
予
約
が
必
要

　

で
す

●
問
合
先
／
岩
手
県
中
部
保
健
所
保
健
課　

☎
0
1
9
8-

2
2-

2
3
3
1
8

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
申
告
・
納
付
期

間
は
、
6
月
1
日
か
ら
7
月
10
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
最

寄
の
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
に
て
手
続
き
を
終

え
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
／

　

岩
手
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室　

☎
0
1
9-

6
0
4-

3
0
0
3

　

国
で
は
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
支
援
策
と

し
て
、「
業
務
改
善
助
成
金
」（
最
高
1
0
0

万
円
）
を
交
付
す
る
支
援
策
を
平
成
26
年
度

も
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／

　

岩
手
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室　
　
　

☎
0
1
9-

6
0
4-

3
0
0
8

お知らせ
水
道
料
金
等
の
納
入
は

便
利
な
口
座
振
替
で
!!

農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

認
知
症
家
族
の
介
護
者
の

つ
ど
い
に
つ
い
て

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
指
導
員

養
成
講
習
会
に
つ
い
て

ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
、き
ち
ん
と
予
防

「
中
部
保
健
所
の
定
例
検
査
」の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ「
労
働
保
険
料

の
申
告
納
付
」は
7
月
10
日
ま
で
に

役
場
か
ら
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伐
採
木
を
無
償
提
供
し
ま
す

い
わ
て
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
開
催

中
小
企
業
の
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

「
業
務
改
善
助
成
金
」受
付
開
始
し
ま
し
た
!

国
や
県
か
ら



　

陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
で
は
、
次
の
日

程
で
駐
屯
地
を
一
般
公
開
し
、
駐
屯
地
創
立

57
周
年
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
自
由
に
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
6
月
8
日
㈰
8
時
30
分
〜
15
時

●
場
所
／
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
（
滝
沢

　

市
一
本
木
）

●
主
な
催
し
／
観
閲
行
進
、訓
練
展
示
、戦
車

　

等
の
体
験
搭
乗
、音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、装

　

備
品
展
示
、茶
道
教
室
、子
供
広
場
ほ
か

●
問
合
先
／
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
司
令

　

業
務
室　

☎
0
1
9-

6
8
8-

4
3
1
1

　

6
月
1
日
か
ら
10
日
は
「
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

　

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、
警
察
、
消
防
、

救
急
用
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
心
・
安

全
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
電
波

は
、
大
切
な
通
信
を
妨
害
し
て
私
た
ち
の
生

活
や
人
命
の
安
全
を
脅
か
し
ま
す
。

　

電
波
の
混
信
や
妨
害
に
つ
い
て
は
、
相
談

窓
口
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局　

相

　

談
窓
口
☎
0
2
2-

2
2
1-

0
6
4
1

　

第
10
回
目
を
迎
え
る
「
い
わ
て
銀
河
百
キ

ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
」（
岩
手
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
競
技
連
盟
・
同
実
行
委
員
会
）
が
、

6
月
8
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

百
キ
ロ
の
部
は
午
前
4
時
に
北
上
陸
上
競

技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
和
賀
〜
盛
岡
線
を
北

上
、
花
巻
か
ら
な
め
と
こ
ラ
イ
ン
を
横
断
、

川
舟
の
県
道
を
通
り
雫
石
の
陸
上
競
技
場
ま

で
。
50
キ
ロ
の
部
は
午
前
10
時
に
志
賀
来

ド
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
、
町
道
東
側
幹
線
を

北
上
し
、
川
舟
で
百
キ
ロ
コ
ー
ス
に
合
流
し

雫
石
ま
で
力
走
し
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
約
2
千
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

新
緑
の
西
和
賀
路
を
走
り
抜
け
ま
す
。
町
内

の
婦
人
会
を
は
じ
め
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
に
よ
り
開
催
す
る
も
の
で
す
。
交
通

規
制
に
も
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
町
民
皆
さ
ま
に
沿
道
で
の
温
か
い
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
／
西
和
賀
マ
ス
タ
ー
ズ
事
務
局　

☎
85
2
7
9
1　

担
当
：
泉　

隆
雄

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
、
通
信
制
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
人
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
人
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

く
わ
し
い
資
料
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
／

7
月
16
日
・
17
日
、
8
月
16
日
・
17
日

●
会
場
／
放
送
大
学
岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー

（
岩
手
大
学
構
内
）

●
出
願
期
間
／
6
月
15
日
〜
8
月
31
日

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
可
）

●
問
合
先
／
放
送
大
学
岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
9-

6
5
3-

7
4
1
4

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

4 1
（4）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。
（敬称略） 4月16日～5月15日受付分戸籍の窓戸籍の窓戸籍の窓

（4月分）

交通事故の状況 （4月分）

住民の動き （4月分）

（55）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（17件）
2件

件数 1件

（23人）
3人

（53件）
18件

（51人）
18人

（46件）
8件

■救急

■火災

（40人）
7人

（116件）
28件

（114人）
28人

－
－
＋
＋
－
＋
－
＋

3
19
3
13

6，350
2，972
3，378
2，399

（2件）

15
28
2
5
11
1
12
2

ご 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

内　記　実千花

鎌　田　遥　真

泉　川　実　咲

（女）

（男）

（女）

貴　征

拓　磨

隆　

（前　郷）

（川　尻）

（大　野）

みちか

はるま

みさき

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

飯　野　博　康（上野々）・ （新　町）

末　永　く　お　幸　せ　に

有　馬　美樹子

5月10日

5月12日

5月13日

5月14日

（72歳）

（101歳）

（90歳）

（91歳）

鎌　田　カ　ツ

柏　﨑　ス　ミ

髙　橋　ソ　エ

髙　橋　サ　ヨ

上野々

湯　田

長瀬野

湯之沢

4月16日

4月17日

4月23日

5月 4日

（102歳）

（86歳）

（71歳）

（83歳）

佐々木　サ　ン

南　川　タエコ

佐々木　タエ子

大　島　和　夫

太　田

湯　田

川　尻

大　野
※救急は4月から町外への出動を含む件数（　）は1月からの累計

お知らせ
第
10
回「
い
わ
て
銀
河
百
キ
ロ

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
」開
催

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集
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そ
の
他

「
岩
手
駐
屯
地
一
般
公
開
」

の
お
知
ら
せ

電
波
を
正
し
く
使
っ
て

安
心
・
安
全
な
生
活
を



広報

編集後記

広報編集委員が町内を駆け回り、「にしわが」をお伝えします。

　毎年恒例の町外研修、昨年は網張温泉へ約20人が参加（写真）。今年から月１回の長瀬野
地区サロン「ふれあいの家」に取組んでいきます。地元の長瀬野会館で歌や踊りなどを取り
入れて、より多くの人が楽しみを持って参加できるサロンとなるように計画中です。
　せんだん保育所との関わりも多く、サツマイモを植えて収穫したり、ガマ刈りをしてわら
ぞうりを作ったり、園児たちと一緒に活動したり伝承にも取組んでいます。様々工夫を凝ら
しながら楽しく活動を行っています。

　春を告げたカタクリは実を結ぶ準備をしているようです。視線を上に向けるといつの間にか里山は緑に包まれ、その緑の帯が遠くの山へと伸び
ています。一番早く葉を出すブナが峰に上って芽吹いていく様子から「ブナの峰渡り」というそうです。
　間もなく新緑から深緑の季節へ。朝早くから忙しく働く農家の皆さん。畑や田んぼも直ぐに緑に染まりそうです。　　　広報担当　内記　良伸

長瀬野老人クラブ
町内で様々な活動をしているグループ、個人を紹介していきます。

会長　髙橋　正慶 さん
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「
生
き
よ
う
と
す
る
力
」
に
感
動

ッ
ホホホホ

トト

し
わ
が

に

ト
ほ ととと

ホ
ッ
ホ
ッ
ト　　

に
し
わ
が

　
　

に
し
わ
が

ホ
ッ
ト　　

に
し
わ
が

ほっとほっとほっと

掘り起こされたネギ

　

「
桜
満
開
」
、「
葉
桜
」
、「
花
冷
え
」
な
ど
と
い
う

言
葉
が
空
し
く
さ
え
聞
こ
え
る
日
々
が
続
い
て
い
た
な

か
、
黒
々
し
た
土
の
中
か
ら
緑
の
芽
が
ひ
ょ
っ
こ
り
と

顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。
秋
に
と
り
残
し
た
ネ
ギ
だ
っ

た
。
掘
り
起
こ
し
て
み
る
と
、
自
分
の
丈
よ
り
長
い
根

を
し
っ
か
り
は
り
、
小
さ
く
て
も
、
細
く
て
も
体
の
一

部
を
折
り
曲
げ
・
３
メ
ー
ト
ル
も
の
雪
の
重
み
に
耐
え

て
い
た
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ま
だ
眠
り
か
ら
さ
め
き

ら
な
い
ま
ま
、
一
緒
に
掘
り
返
さ
れ
た
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が

「
一
体
何
事
」
と
い
う
目
を
し
て
私
を
見
て
い
た
。

　

汚
れ
た
皮
を
と
る
と
ま
た
び
っ
く
り
。
ま
っ
白
な
肌

が
表
れ
て
つ
い
み
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夜
は
「
ヌ

タ
料
理
」
で
生
き
よ
う
と
す
る
力
の
す
ば
ら
し
さ
（
少

々
オ
ー
バ
ー
か
な
？
）
を
感
じ
、
お
酒
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
編
集
委
員　

千
田　

フ
ミ
）

・・




